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規

則

■群
馬
県
地
球
温
暖
化
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
五
十
二
号

群
馬
県
地
球
温
暖
化
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
地
球
温
暖
化
防
止
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
森
林
環
境
事
務
所
」
を
「
環
境
森
林
事
務
所
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「平

成

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
五
十
三
号

群
馬
県
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
五
年
群
馬
県
規
則
第

六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
を
削
り
、
第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

２

省
令
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
に
規
定
す
る
構
造
計
算
書
を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

４

省
令
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
に
規
定
す
る
構
造
計
算
書
を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

２

省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
構
造
計
算
書
を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
条
中
「
（
法
第
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同

条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

た
だ
し
、
第
三
者
判
定
機
関
が
証
す
る
書
類
の
添
付
が
不
要
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、

耐
震
診
断
書
（
省
令
第
五
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
者
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
建
築
物
の
耐
震
診

断
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
い
う
。
）
の
写
し
と
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
通
行
障
害
建
築
物
の
要
件
の
特
例
）

第
二
条

省
令
第
三
条
に
規
定
す
る
知
事
が
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

建
築
物
の
地
盤
面
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
盤
面
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
建
築
物
の
敷
地

に
接
す
る
道
路
（
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
群
馬
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
同

条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
記
載
す
る
道
路
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
「
前

面
道
路
」
と
い
う
。
）
の
中
心
線
の
路
面
よ
り
低
い
位
置
に
あ
る
場
合

二

当
該
建
築
物
が
木
造
の
場
合

２

省
令
第
四
条
に
規
定
す
る
知
事
が
規
則
で
定
め
る
距
離
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
距
離
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

政
令
第
四
条
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
距
離
に
、
建
築
物
の
地
盤
面
か
ら
前
面
道
路
の
中
心

線
の
路
面
ま
で
の
高
さ
に
相
当
す
る
距
離
を
加
え
た
距
離

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

政
令
第
四
条
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
距
離
に
、
建
築
物
の
地
盤
面
か
ら
当
該
建
築
物
の
い

ず
れ
か
の
部
分
ま
で
の
高
さ
か
ら
、
当
該
部
分
を
支
持
す
る
軒
の
高
さ
（
地
盤
面
か
ら
建
築
物

の
小
屋
組
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
横
架
材
を
支
持
す
る
壁
、
敷
桁
又
は
柱
の
上
端
ま
で
の
高
さ
を

い
う
。
）
を
減
じ
て
得
た
値
に
相
当
す
る
距
離
（
当
該
距
離
が
零
を
下
回
る
場
合
は
、
零
と
す

る
。
）
を
加
え
た
距
離

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
五
十
四
号

群
馬
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
群
馬
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
、
室
長
（
県
庁
の
部
に
置
く
室
の
室
長
に
限
る
。
）
及
び
所
長
（
県
庁
の
部

に
置
く
セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
会
計
局
会
計
課
長
」
を
「
会
計
局
会
計
管
理
課
長
」
に
、
「
「
会
計
課

長
」
」
を
「
「
会
計
管
理
課
長
」
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
中
「
会
計
課
長
」
を
「
会
計
管
理
課

長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
一
号
の
表
手
数
料
の
項
第
二
十
五
号
中
「
並
び
に
群
馬
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
群
馬
県
条
例
第
三
号
）
附
則
第
二
項
及
び
第
三
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項
」
を
削
り
、
同
項
第
四
十
一
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
四
号
中

「
群
馬
県
覚
せ
い
剤
取
締
法
関
係
手
数
料
条
例
」
を
「
群
馬
県
覚
醒
剤
取
締
法
関
係
手
数
料
条
例
」

、
、

に
改
め
、
同
項
第
五
十
号
中
「
群
馬
県
肥
料
取
締
法
関
係
手
数
料
条
例
」
を
「
群
馬
県
肥
料
の
品
質

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条
例
」
に
改
め
、
同
項
第
六
十
号
中
「
第
三
条
」
を
「
第
三

条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
二
手
数
料
の
項
第
二
十
一
号
中
「
並
び
に
群
馬
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
削
り
、
同
項
第
三
十
七
号
中
「
第
十

一
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
号
中
「
群
馬
県
覚
せ
い
剤
取
締
法
関
係
手
数
料
条

例
」
を
「
群
馬
県
覚
醒
剤
取
締
法
関
係
手
数
料
条
例
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
八
号
中
「
群
馬
県
肥

料
取
締
法
関
係
手
数
料
条
例
」
を
「
群
馬
県
肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
条

例
」
に
改
め
、
同
項
第
五
十
五
号
中
「
第
三
条
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
表
中

「氏
名

印

」
を

「氏
名

印

に
、

（法
人
又

は
団

体
の
場

合
は

法
人
名

又
は

団
体

名
及
び

代
表

者
名

）
」

、

「

売
り

さ
ば

く

を

証
紙

の
種

類
」

「

売
り

さ
ば

く
証

紙
の

種
類

に
、

（不
要

の
文

字
を
二

本
線

で
消

す
こ

と

）

。

」

「

証
紙
を

購
入

す
る

指
定

を

金
融

機
関

の
店

舗
名

」

「

証
紙

を
購
入

す
る

指
定

金
融

機
関

の
店

舗
名

に
改

誓
約

事
項

裏
面

の
と

お
り

誓
約

し
ま
す
。

」

め
、
「及

び
法

務
局

が
発
行

し
た

登
記

さ
れ

て
い

な
い

こ
と
の

証
明

書
の

う
ち

成
年

被
後

見
人

、
、

被
保

佐
人

又
は

被
補

助
人

と
す

る
記

録
が

な
い
旨

の
証

明
書

」
を
削
り
、
「及

び
定

款

」
を
「

定
、

款
及

び
役

員
一

覧

」
に
、
「

約
款

等

」
を
「・

約
款

等
及

び
役

員
一

覧

」
に
改
め
、
同
様
式
表
注

、

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
添

付
書

類
の

う
ち

役
員

一
覧

は
任

意
の

様
式

に
役

員
の

氏
名

氏
名

の
フ
リ

ガ
ナ

生
年

、
、

、

月
日

性
別

及
び

住
所

が
記

入
さ
れ

た
も

の
と

す
る

、
。

別
記
様
式
第
四
号
裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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裏

誓 約 事 項

（売りさばきの能力に関する事項） ※ 申請者が個人の場合のみ該当

私は、「心身の故障等により、売りさばき人の業務を適正に行うに当たって必要な認知、判断及び意思疎

通を適切に行うことができない者」に該当しません。

(群馬県暴力団排除条例（平成２２年群馬県条例第５１号）第７条第１項に関する事項)

１ 自己又は自己の法人若しくは団体の役員等は、次のいずれにも該当する者ではありません。

なお、必要な場合には、群馬県警察本部に照会することについて承諾します。

(1) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に

規定する暴力団をいう。以下同じ。）

(2) 暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をい

う。以下同じ。）

(3) 暴力団員によりその事業活動を実質的に支配されている者

(4) 暴力団員によりその事業活動に実質的に関与を受けている者

(5) 自己、自己の法人若しくは団体若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加える目的

をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者

(6) 暴力団又は暴力団員に対して資金を提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極的に暴力団の維

持又は運営に協力し、又は関与している者

(7) 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを不当に利用している者

(8) 暴力団員と密接な交友関係を有する者

２ １の(1)から(8)までに掲げるもの（以下「暴力団等」という。）が運営する店舗等で売りさばきを行い

ません。

３ 売りさばき所を運営するものが暴力団等であることを知ったときは、当該売りさばき所における証紙の

売りさばきを中止し、必要書類を提出します。

４ 自己又は売りさばき所を運営するものが暴力団等から不当な要求行為を受けた場合は、速やかに群馬県

知事に報告し、警察に通報します。

注 群馬県では、行政事務全般から暴力団等を排除するため、申請者に暴力団等でないことの誓約を

お願いしています。場合により、内容確認のため群馬県警察本部へ照会をすることがあります。

本申請において提出された個人情報は、証紙売りさばき人の指定に係る事務の目的を達成するた

め及び誓約事項の確認のために使用します。また、確認情報は申請者が県と行う他の契約等におけ

る身分確認に利用する場合があります。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別
記
様
式
第
四
号
の
二
表
中

「氏
名

印

」
を

「氏
名

印

に
、

（法
人

又
は
団

体
の

場
合
は

法
人

名
又
は

団
体

名
及

び
代
表

者
名

）
」

、
「

売
り

さ
ば

く
証

紙
の

種
類

を
」

「

売
り

さ
ば

く
証

紙
の

種
類

に
、

（不
要

の
文

字
を

二
本

線
で

消
す

こ
と

）

。

」

「

変
更

（

希
望

）
年

月
日

を
」

「

変
更

希
望

年
月

日

に
、

（届
出

の
場

合
は

変
更

年
月

日
）

、

」

「

「

変
更

理
由

変
更

理
由

を

（該
当

す
る

理
由

の
□

に

に
、

「レ

」を
記

入
）

」

」

「

変
更

内
容

を
証

す
る

書
類

そ
の

他
に

変
更

理
由
が

１
又

は
２

。
、

添
付

書
類

の
場

合
は

位
置

図
８

の
場

合
は

証
紙

売
り

さ
ば

き
所

の
標

札
、

」

を「

誓
約

事
項

裏
面

の
と

お
り

誓
約

し
ま

す
。

１
変

更
内
容

を
証

す
る

書
類

２
売

り
さ

ば
き

所
の

位
置

図

（変
更

理
由

が
１

又
は

２
の

場
合

）

添
付

書
類

３
役

員
一

覧

（申
請
者

が
法

人
又

は
団

体
で

あ
り

か
つ

変
、

、
更

理
由

が
５
の

場
合

）

４
証
紙

売
り

さ
ば

き
所
の

標
札

（変
更

理
由

が
８

の
場

合

）

」

に
改
め
、
同
様
式
表
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
１

誓
約

事
項
は

変
更

理
由
が

１
２

又
は

５
の
場

合

（５
の

場
合

に
あ

っ
て

は
法

人
又

は
、

、

団
体

の
代

表
者
名

の
変

更
の

場
合

に
限

る

）に
該

当
。

２
添

付
書

類
の

う
ち

役
員

一
覧

は
任

意
の

様
式

に
役

員
の

氏
名

氏
名

の
フ
リ

ガ
ナ

生
、

、
、

年
月

日
性

別
及

び
住

所
が

記
入

さ
れ

た
も
の

と
す

る
、

。

別
記
様
式
第
四
号
の
二
裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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裏

誓 約 事 項

１ 自己又は自己の法人若しくは団体の役員等は、次のいずれにも該当する者ではありません。

なお、必要な場合には、群馬県警察本部に照会することについて承諾します。

(1) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に

規定する暴力団をいう。以下同じ。）

(2) 暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をい

う。以下同じ。）

(3) 暴力団員によりその事業活動を実質的に支配されている者

(4) 暴力団員によりその事業活動に実質的に関与を受けている者

(5) 自己、自己の法人若しくは団体若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加える目的

をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしている者

(6) 暴力団又は暴力団員に対して資金を提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極的に暴力団の維

持又は運営に協力し、又は関与している者

(7) 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを不当に利用している者

(8) 暴力団員と密接な交友関係を有する者

２ １の (1)から(8)までに掲げるもの（以下「暴力団等」という。）が運営する店舗等で売りさばきを行

いません。

３ 売りさばき所を運営するものが暴力団等であることを知ったときは、当該売りさばき所における証紙の

売りさばきを中止し、必要書類を提出します。

４ 自己又は売りさばき所を運営するものが暴力団等から不当な要求行為を受けた場合は、速やかに群馬県

知事に報告し、警察に通報します。

注 群馬県では、行政事務全般から暴力団等を排除するため、申請者に暴力団等でないことの誓約を

お願いしています。場合により、内容確認のため群馬県警察本部へ照会をすることがあります。

本申請において提出された個人情報は、証紙売りさばき人の指定に係る事務の目的を達成するた

め及び誓約事項の確認のために使用します。また、確認情報は申請者が県と行う他の契約等におけ

る身分確認に利用する場合があります。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別
記
様
式
第
十
六
号
中
「会

計
課

長

」
を
「会

計
管

理
課

長

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
号
中
「群

馬
県

知
事

あ
て

」
を
「

あ
て

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

別
表
第
一
第
一
号
の
表
手
数
料
の
項
第
二
十
五
号
及
び
別
表
第
一
の
二
手
数
料
の
項
第
二
十

一
号
の
改
正
規
定

令
和
二
年
六
月
一
日

二

別
表
第
一
第
一
号
の
表
手
数
料
の
項
第
四
十
四
号
及
び
別
表
第
一
の
二
手
数
料
の
項
第
四
十

号
の
改
正
規
定

群
馬
県
覚
せ
い
剤
取
締
法
関
係
手
数
料
条
例
及
び
群
馬
県
薬
物
の
濫
用
の
防

、
、

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
群
馬
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
施
行

の
日

三

別
表
第
一
第
一
号
の
表
手
数
料
の
項
第
五
十
号
及
び
別
表
第
一
の
二
手
数
料
の
項
第
四
十
八

号
の
改
正
規
定

群
馬
県
肥
料
取
締
法
関
係
手
数
料
条
例
及
び
群
馬
県
肥
料
等
の
大
量
投
与
の

防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
群
馬
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
施

行
の
日

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
群
馬
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の

規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
五
十
五
号

群
馬
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
財
務
規
則
（
平
成
三
年
群
馬
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
二
百
六
十
七
条
」
を
「
二
百
六
十
七
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
十
一
号
中
「
、
室
長
（
県
庁
の
部
に
置
く
室
の
室
長
に
限
る
。
）
及
び
所
長
（
県
庁
の

部
に
置
く
セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
十
二
号
中
「
会
計
局
会
計
課
長
」
を

「
会
計
局
会
計
管
理
課
長
」
に
、
「
企
業
局
総
務
課
長
」
を
「
企
業
局
経
営
戦
略
課
長
」
に
改
め
、

同
条
第
十
八
号
中
「
会
計
局
会
計
課
」
を
「
会
計
局
会
計
管
理
課
」
に
、
「
企
業
局
総
務
課
」
を

「
企
業
局
経
営
戦
略
課
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
中
「
森
林
環
境
事
務
所
長
、
森
林
事
務
所
長
、
環
境
事
務
所
長
」
を
「
環
境

森
林
事
務
所
長
、
環
境
事
務
所
長
、
森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
森
林
環
境
事
務
所
」
を
「
環
境
森
林
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
会
計
局
会
計
課
長
」
を
「
会
計
局
会
計
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
八
項
中
「
、
室
（
県
庁
の
部
に
置
く
室
に
限
る
。
）
及
び
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
の
部
に
置

く
セ
ン
タ
ー
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。

第
二
十
六
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
森
林
環
境
事
務
所
」
を
「
環
境
森
林
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
」
を
「
と
き
又
は
徴
収
事
務
等
受
託
者
と
の
契
約
等

に
領
収
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
特
別
の
定
め
が
あ
る
と
き
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
第
一
号
中
「
、
賃
金
」
を
削
る
。

第
八
十
八
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
九
十
一
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第

十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
百
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
契
約
の
相
手
方
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
、
」
を
削
り
、

同
項
第
二
号
中
「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
」
を
削
り
、
同
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四

号
と
す
る
。

第
二
百
六
条
第
一
項
中
「
と
き
」
の
下
に
「
（
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
契
約
の
相
手
方
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
が
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
又
は
契
約
の

相
手
方
が
第
二
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を

「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
、
か
つ
、
前
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
後
段
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第

一
項
後
段
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
会
計
局
審
査
課
」
を
「
会
計
局
会
計
管
理
課
」
に
改
め
、

「
課
長
」
の
下
に
「
、
審
査
室
長
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
会
計
局
審
査
課
」
を
「
会
計
局
会

計
管
理
課
」
に
改
め
、
「
課
長
」
の
下
に
「
、
審
査
室
長
」
を
加
え
る
。

第
二
百
六
十
一
条
第
二
項
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の

二
の
二
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の

二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
会
計
管
理
者
の
検
査
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
県
庁
に
お
け

る
」
及
び
「
及
び
地
域
機
関
等
の
長
」
を
削
る
。

第
二
百
六
十
四
条
の
見
出
し
中
「
検
査
」
を
「
会
計
管
理
者
の
検
査
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
検
査
は
」
を
「
会
計
管
理
者
の
検
査
は
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
五
条
第
一
項
中
「
検
査
は
」
を
「
会
計
管
理
者
の
検
査
は
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
六
条
の
見
出
し
中
「
検
査
」
を
「
会
計
管
理
者
の
検
査
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
七
条
の
見
出
し
中
「
検
査
後
」
を
「
会
計
管
理
者
の
検
査
後
」
に
改
め
、
第
十
二
章

中
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
自
己
検
査
）

第
二
百
六
十
七
条
の
二

課
長
等
は
、
所
管
す
る
財
務
会
計
事
務
の
適
正
を
期
す
る
た
め
、
毎
年
度

所
属
職
員
の
中
か
ら
自
己
検
査
員
を
命
じ
、
自
ら
が
行
う
会
計
事
務
の
検
査
（
以
下
「
自
己
検

査
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
己
検
査
の
方
法
）

第
二
百
六
十
七
条
の
三

自
己
検
査
は
、
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
い
、
課
長
等
は
、
改
善
の
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
己
検
査
の
報
告
）

第
二
百
六
十
七
条
の
四

課
長
等
は
、
自
己
検
査
終
了
後
そ
の
実
施
状
況
を
別
に
定
め
る
様
式
に
よ

り
会
計
管
理
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）

２

会
計
管
理
者
は
、
前
項
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
内
容
を
実
地
検
査
そ

の
他
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
総
務
部
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
事
戦
略
部

群
馬
県
東
京
事
務
所

別
表
第
一
総
務
部
の
項
中
「

群
馬
県
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
表
企
画
部
の

項
を
削
り
、
同
表
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
の
項
中
「
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」

に
改
め
、
「
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

群
馬
県
女
性
相
談
所

」
を
削
り
、
「
群
馬
県
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
「
群
馬
県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
表
こ
ど
も
未
来
部
の

項
中
「
こ
ど
も
未
来
部
」
を
「
生
活
こ
ど
も
部
」
に
、
「
群
馬
県
中
央
児
童
相
談
所
」
を
「
ぐ
ん
ま

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

群
馬
県
女
性
相
談
所

群
馬
県
中
央
児
童
相
談
所
」
に
改
め
、
同
表
森

林
環
境
部
の
項
中
「
森
林
環
境
部
」
を
「
環
境
森
林
部
」
に
、
「
群
馬
県
西
部
森
林
環
境
事
務
所
」

を
「
群
馬
県
西
部
環
境
森
林
事
務
所
」
に
、
「
群
馬
県
吾
妻
森
林
環
境
事
務
所
」
を
「
群
馬
県
吾
妻

環
境
森
林
事
務
所
」
に
、
「
群
馬
県
利
根
沼
田
森
林
環
境
事
務
所
」
を
「
群
馬
県
利
根
沼
田
環
境
森

林
事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
産
業
経
済
部
の
項
中
「
群
馬
県
太
田
産
業
技
術
専
門
校
」
の
下
に
「

群
馬
県
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
二
の
三
の
表
注
二
中
「
課
等
」
を
「
課
」
に
、
「
課
長
等
」
を
「
課
長
」
に
改
め
る
。

「

「

別
表
第
一
の
三
の
表
中

審
査
課
長

を

会
計
管
理
課
長

に
改
め
、
同
表
支

」

」

負
担
行
為
の
部
賃
金
の
項
を
削
り
、
同
表
注
二
中
「
審
査
課
長
」
を
「
会
計
管
理
課
長
」
に
改
め
、

同
表
注
五
を
同
表
注
六
と
し
、
同
表
注
四
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五

会
計
管
理
課
長
ま
で
の
合
議
に
つ
い
て
は
、
会
計
管
理
課
審
査
室
長
へ
の
合
議
を
も
っ

て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
の
四
注
一
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
会
計
局
の
項
中
「
審
査
課
長
及
び
会
計
課
次
長
」
を
「
会
計
管
理
課
の
審
査
室
長
及
び

次
長
」
に
改
め
、
同
表
行
政
組
織
規
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
課
、
室
（
県
庁
の

部
に
置
く
室
に
限
る
。
）
及
び
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
の
部
に
置
く
セ
ン
タ
ー
に
限
る
。
）
の
項
中
「
、

室
（
県
庁
の
部
に
置
く
室
に
限
る
。
）
及
び
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
の
部
に
置
く
セ
ン
タ
ー
に
限

る
。
）
」
を
削
り
、
同
表
群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
六
年
群
馬
県
教
育
委
員

会
規
則
第
八
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
課
及
び
室
の
項
中
「
及
び
室
」
を
削
り
、
同
表
地
域
機
関
等

の
項
中

「

総
務
部

行
政
県
税
事
務
所

総
務
振
興
係
長
、
総
務
係
長
、

収
納
係
長
又
は
収
納
第
一
係
長

を

群
馬
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
係
長

群
馬
県
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

総
合
情
報
係
長

」

「

知
事
戦
略

群
馬
県
東
京
事
務
所

行
政
係
長

部総
務
部

行
政
県
税
事
務
所

総
務
振
興
係
長
、
総
務
係
長
、

に
、

収
納
係
長
又
は
収
納
第
一
係
長

群
馬
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
係
長

」

「

企
画
部

群
馬
県
東
京
事
務
所

行
政
係
長

群
馬
県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

普
及
調
査
係
長

生
活
文
化

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

事
業
推
進
係
長

ス
ポ
ー
ツ

部

群
馬
県
女
性
相
談
所

次
長

群
馬
県
立
近
代
美
術
館

総
務
係
長

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

教
育
普
及
係
長

を

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

次
長

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

総
務
係
長

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

教
育
普
及
係
長

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

こ
ど
も
未

児
童
相
談
所

施
設
里
親
支
援
係
長
（
中
央
児

来
部

童
相
談
所
に
あ
っ
て
は
、
企
画

調
整
係
長
）

」

「

地
域
創
生

群
馬
県
立
近
代
美
術
館

総
務
係
長

部

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

教
育
普
及
係
長

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

次
長

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館

総
務
係
長

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館

教
育
普
及
係
長

に
、

群
馬
県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

普
及
調
査
係
長

生
活
こ
ど

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

事
業
推
進
係
長

も
部
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）

群
馬
県
女
性
相
談
所

次
長

児
童
相
談
所

施
設
里
親
支
援
係
長
（
中
央
児

童
相
談
所
に
あ
っ
て
は
、
企
画

調
整
係
長
）

」

「
食
品
・
医
薬
品
検
査
係
長
」
を
「
次
長
」
に
、
「
森
林
環
境
部
」
を
「
環
境
森
林
部
」
に
、
「
森

林
環
境
事
務
所
」
を
「
環
境
森
林
事
務
所
」
に
、

「

森
林
事
務
所

総
務
森
林
係
長

を

環
境
事
務
所

総
務
環
境
係
長

」

「

環
境
事
務
所

総
務
環
境
係
長

に
、

森
林
事
務
所

総
務
森
林
係
長

」

「

産
業
技
術
専
門
校

総
務
係
長

を
」

「

産
業
技
術
専
門
校

総
務
係
長

に
改

群
馬
県
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

総
合
情
報
係
長

」

め
る
。

別
表
第
三
学
事
法
制
課
の
項
中
「
学
事
法
制
課
」
を
「
総
務
課
」
に
、
「
法
制
第
一
係
長
」
を

「
法
制
係
長
」
に
改
め
、
同
表
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
県
民
セ
ン
タ
ー
」
を
「
県
民
活
動
支
援
・

広
聴
課
」
に
、
「
相
談
案
内
係
長
」
を
「
広
聴
・
案
内
係
長
」
に
改
め
、
同
表
警
察
本
部
広
報
広
聴

課
の
項
中
「
課
長
補
佐
」
を
「
調
査
官
、
課
長
補
佐
及
び
係
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
報
酬
の
項
中
「
勤
務
条
件
明
示
書
」
を
「
発
令
通
知
書
」
に
改
め
、
同
表
賃
金
の
項
を

削
り
、
同
表
旅
費
の
項
中
「
旅
行
命
令
簿
」
の
下
に
「
、
支
給
明
細
書
」
を
加
え
る
。

別
表
第
六
第
六
十
三
号
の
項
中
「
報
酬
・
賃
金
・
報
償
費
支
出
明
細
書
」
を
「
報
酬
・
報
償
費
支

出
明
細
書
」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
四
号
の
項
中
「
報
酬
・
賃
金
・
報
償
費
領
収
書
」
を
「
報
酬
・

報
償
費
領
収
書
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
三
備
考
３
中
「し

出
納

員
・

分
任

出
納

員
が

不
在

と
な
る

理
由

を
示

す
書

、

類
の

写
し

及
び

新
任

者
の

人
事

記
録

の
写

し

（新
任

者
が

嘱
託

・
臨

時
職

員
等

で
あ

る
場
合

に
は
、

辞
令

の
写

し

）を
添

付

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
六
十
三
号
及
び
別
記
様
式
第
六
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別記様式第６３号（規格Ａ４）

報酬・報償費支出明細書 月分 点検者職

（支出回議書添付用） （ 月 日～ 月 日）氏名 印

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24
月 額・日額

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額 乙

出 勤 日 数 日 所 得 税
丙

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24
月 額・日額

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額 乙

出 勤 日 数 日 所 得 税
丙

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24
月 額・日額

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額 乙

出 勤 日 数 日 所 得 税
丙

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24
月 額・日額

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額 乙

出 勤 日 数 日 所 得 税
丙

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

上記のとおり勤務したことを証明する。

年 月 日 所属長職氏名 印

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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別記様式第６４号（規格Ａ４）

報酬・報償費領収書 月分 点検者職

（前渡金精算書添付用） （ 月 日～ 月 日）氏名 印

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24 受 領 印

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額

出 勤 日 数 日 所 得 税 受領年月日

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24 受 領 印

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額

出 勤 日 数 日 所 得 税 受領年月日

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24 受 領 印

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額

出 勤 日 数 日 所 得 税 受領年月日

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 住所

９ 10 11 12 13 14 15 16 氏名
出 勤 状 況

17 18 19 20 21 22 23 24 受 領 印

25 26 27 28 29 30 31

日 数 ・ 時 間 単 価 支出額（円） 控 除 内 容 金 額

出 勤 日 数 日 所 得 税 受領年月日

出 勤 時 間 数 時間

支 払 金 額

支 出 金 額 計 控 除 金 額 計

上記のとおり勤務したことを証明する。

年 月 日 所属長職氏名 印
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
契
約
の
相
手
方
が
改
正
前
の
第
二
百
五

条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
該
当
し
た
場
合
に
お
け
る
契
約
の
解
除
及
び
違
約
金
に

つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
及
び
第
二
百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
契
約
の
相
手
方
が
改
正
前
の
第
二
百
五
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定

に
該
当
し
た
場
合
に
お
け
る
契
約
の
解
除
及
び
違
約
金
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
項
及
び
第
二

百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

令
和
元
年
度
予
算
に
係
る
出
納
整
理
期
間
中
の
賃
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
群
馬
県

財
務
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
財
務
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用

紙
は
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）

告

示

■
◎
群
馬
県
告
示
第
百
七
号

群
馬
県
報
発
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
報
発
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

群
馬
県
報
発
行
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
群
馬
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
学
事
法
制
課
」
を
「
総
務
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
課
等
」
を

「
課
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
学
事
法
制
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
学
事
法
制
課
」
を
「
総
務
課
」
に
改
め
る
。

第
十
条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
第
二
項
中
「
学
事
法
制
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
学
事
法
制
課
」
を
「
総
務
課
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
学
事
法
制
課
長
」
を
「
総
務
課
長
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中
「学

事
法

制
課

長

」
を
「総

務
課

長

」
に
、
「課

（所

）長

」
を
「課

長

」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎群馬県告示第１０８号

出納員に対する会計管理者の権限に属する事務の委任の告示（平成１９年群馬県告示第１７０号）の一部を次の

ように改正し、令和２年４月１日から施行する。

令和２年３月３１日

群馬県知事 山 本 一 太

１の項中「会計局会計課の出納員」を「会計局会計管理課の次長である出納員」に改める。

２の項中「会計局審査課の出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に改め、同項エ中「県民セ

ンター」を「県民活動支援・広聴課」に改め、同項シ中「児童福祉課」を「児童福祉・青少年課」に改め、同項セ

中「県民生活課」を「県民活動支援・広聴課」に改め、同項ソ中「管財課」を「財産有効活用課」に改め、同項チ

中「会計課」を「会計管理課」に改め、同項に次のように加える。

ヌ 群馬県家畜伝染病予防法関係手数料条例（平成１１年群馬県条例第７５号）第３条第１項に規定する手数料

の滞納者に対して戸別訪問した場合における当該滞納金の収納に関する事務

ネ スポーツ振興センターに係る出納整理期間中の支出負担行為の確認に関する事務

３の項中「総務事務センター」を「総務事務管理課」に改め、同項イ中「職員の」を「職員（会計年度任用職員

を除く。）の」に改め、同項ウ中「、室（県庁の部に置く室に限る。）、センター（県庁の部に置くセンターに限

る。）」及び「及び室」を削り、「ものに限る」を「ものに限り、会計年度任用職員の通勤に係る費用弁償を除

く」に改め、同項エ中「職員の」を「職員（会計年度任用職員を除く。）の」に改める。

４の項中「又は室（県庁の部に置く室に限る。以下この項において同じ。）」を削り、「課又は室に」を「課

に」に改める。

◎群馬県告示第１０９号

分任出納員に対する出納員の事務の委任の告示（平成１９年群馬県告示第１７１号）の一部を次のように改正し、

令和２年４月１日から施行する。

令和２年３月３１日

群馬県知事 山 本 一 太

表管財課の項の前に次のように加える。

戦略企画課 分任出納員 会計局会計管理課の審 ぐんまふるさと納税に係る寄附金の収納に関
査室長である出納員 する事務

表管財課の項機関の欄中「管財課」を「財産有効活用課」に改め、同項指揮権者の欄中「会計局審査課出納員」

を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に改め、同項委任事務の欄中「管財課」を「財産有効活用課」に

改め、表税務課の項中「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に改め、同項委任

事務の欄を次のように改める。

県税徴収金（ゆうちょ銀行振替口座からの払出
しに係るものに限る。）の出納及び保管に関す
る事務

表地域政策課の項中「地域政策課」を「地域創生課」に、「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査
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室長である出納員」に改め、表県民生活課の項機関の欄中「県民生活課」を「県民活動支援・広聴課」に改め、同

項指揮権者の欄中「会計局審査課出納員」を「会計局会計課の審査室長である出納員」に改め、同項委任事務の欄

を次のように改める。

１ 県民活動支援・広聴課に属する歳入金に係
る現金の収納に関する事務

２ 県民活動支援・広聴課における歳計外現金
（災害義援金の募集に係るものに限る。）の
出納及び保管に関する事務

表県民センターの項を削り、表医務課の項中「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出

納員」に改め、表児童福祉課の項機関の欄中「児童福祉課」を「児童福祉・青少年課」に改め、同項指揮権者の欄

中「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に改め、同項委任事務の欄中「児童福

祉課」を「児童福祉・青少年課」に改め、表保健福祉事務所の項中「児童福祉課」を「児童福祉・青少年課」に改

め、表廃棄物・リサイクル課の項中「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に改

め、表林政課の項中「林政課」を「森林保全課」に、「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長で

ある出納員」に改め、表林業振興課の項中「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納

員」に改め、同項の次に次のように加える。

畜産課 分任出納員 会計局会計管理課の審 群馬県家畜伝染病予防法関係手数料条例（平
査室長である出納員 成１１年群馬県条例第７５条）第３条第１項

に規定する手数料の滞納者に対して戸別訪問
した場合における当該滞納金の収納に関する
事務

表農業事務所の項中「（平成１１年群馬県条例第７５号）」を削り、表商政課の項中「商政課」を「経営支援

課」に、「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に改め、表住宅政策課の項中

「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に改め、表会計局会計課の項中「会計局

会計課」を「会計局会計管理課」に、「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に、

「会計課に」を「会計管理課に」に改め、表教育委員会事務局管理課の項、警察本部広報広聴課の項及び選挙管理

委員会の項から群馬県行政不服審査法関係手数料条例（平成２８年群馬県条例第２４号）第１条の規定による手数

料の収納を行う機関の項までの規定中「会計局審査課出納員」を「会計局会計管理課の審査室長である出納員」に

改める。
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訓

令

■
群
馬
県
訓
令
甲
第
七
号

県

庁

地
域
機
関

専
門
機
関

群
馬
県
庁
議
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
庁
議
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
庁
議
規
程
（
平
成
四
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
総
務
部
長
、
企
画
部
長
、
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
、
こ
ど
も
未
来
部
長
」

を
「
知
事
戦
略
部
長
、
総
務
部
長
、
地
域
創
生
部
長
、
生
活
こ
ど
も
部
長
」
に
、
「
森
林
環
境
部

長
」
を
「
環
境
森
林
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
環
境
局
長
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
局
長
、

観
光
局
長
」
を
「
森
林
局
長
、
戦
略
セ
ー
ル
ス
局
長
」
に
、
「
広
報
課
長
」
を
「
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
課
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
訓
令
甲
第
八
号

県

庁

地
域
機
関

専
門
機
関

群
馬
県
職
員
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
職
員
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
職
員
表
彰
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
、
室
長
（
部
に
置
く
室
の
長
に
限
る
。
）
」
及
び
「
所
長
並
び
に
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
訓
令
甲
第
九
号

県

庁

地
域
機
関

専
門
機
関

群
馬
県
副
知
事
の
担
当
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
副
知
事
の
担
当
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
副
知
事
の
担
当
事
務
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
九
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
共
管
事
務
の
項
第
二
号
中
「
総
務
部
」
を
「
知
事
戦
略
部
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
企
画
部
」
を
「
総
務
部
」
に
改
め
、
同
表
副
知
事
津
久
井
治
男
の
担
当
事
務
の
項
第
一

号
中
「
こ
ど
も
未
来
部
」
を
「
生
活
こ
ど
も
部
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
森
林
環
境
部
」
を

「
環
境
森
林
部
」
に
改
め
、
同
表
副
知
事
宇
留
賀
敬
一
の
担
当
事
務
の
項
第
一
号
中
「
生
活
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
森
林
環
境
部
」
を
「
環
境
森
林
部
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
訓
令
甲
第
十
号

県

庁

地
域
機
関

専
門
機
関

群
馬
県
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
九
号
中
「
、
室
（
部
に
置
か
れ
る
室
に
限
る
。
）
」
及
び
「
セ
ン
タ
ー
（
緑
化
セ
ン
タ

ー
を
除
く
。
）
並
び
に
」
を
削
り
、
同
条
第
十
五
号
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事

務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
十
七
条
第
四
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理

課
長
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
も
の
及
び
」
を
「
も
の
、
」
に
、
「
認
め
た
も
の
の
」
を
「
認
め
た
も

の
及
び
群
馬
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則

第
二
十
一
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
十
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職

員
の
う
ち
所
属
長
が
認
め
た
も
の
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
四
の
見
出
し
中
「
介
護
等
」
の
下
に
「
・
障
害
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
養

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）
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育
又
は
介
護
等
の
状
況
申
出
書
」
を
「
養
育
、
介
護
等
又
は
障
害
の
状
況
届
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
中
「
養
育
又
は
介
護
等
の
状
況
変
更
届
」
を
「
養
育
、
介
護
等
又
は
障
害
の
状
況
変
更
届
」
に
改

め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
群
馬
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年

群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
「
勤
務
時
間

規
則
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
中
「
危
機
管
理
室
」
を
「
危
機
管
理
課
」
に
、
「
管
財
課
長
」
を
「
財
産
有
効
活
用

課
長
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
中
「
管
財
課
長
若
し
く
は
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
財
産
有
効
活
用
課
長
若

し
く
は
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務

管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
管
財
課
長
」
を
「
財
産
有
効
活
用
課
長
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
の
見
出
し
中
「
危
機
管
理
室
」
を
「
危
機
管
理
課
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
危

機
管
理
室
及
び
」
を
「
危
機
管
理
課
及
び
」
に
、
「
危
機
管
理
室
長
」
を
「
危
機
管
理
課
長
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
危
機
管
理
室
長
」
を
「
危
機
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
三
項
の
表
二
の
項
中
「
、
課
長
、
所
長
及
び
室
長
」
を
「
及
び
課
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
森
林
環
境
事
務
所
（
西
部
森
林
環
境
事
務
所
を
除
く
。
）
、
森
林
事
務
所
及
び
環
境
事

務
所
の
項
中
「
森
林
環
境
事
務
所
（
西
部
森
林
環
境
事
務
所
を
除
く
。
）
、
森
林
事
務
所
及
び
環
境

事
務
所
」
を
「
環
境
森
林
事
務
所
（
西
部
環
境
森
林
事
務
所
を
除
く
。
）
、
環
境
事
務
所
及
び
森
林

事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
西
部
森
林
環
境
事
務
所
の
項
中
「
西
部
森
林
環
境
事
務
所
」
を
「
西
部
環

境
森
林
事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
前
橋
土
木
事
務
所
、
高
崎
土
木
事
務
所
及
び
太
田
土
木
事
務
所
の

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
事
務
所

副
所
長
。
副
所
長
が
不
在
の
と
き
は
、
主
務
係
長

別
表
第
一
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
の
項
、
東
京
事
務
所
の
項
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
項
を
削
り
、
同
表
産
業
技
術
専
門
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

副
所
長
。
副
所
長
が
不
在
の
と
き
は
、
主
務
係
長

別
表
第
二
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

主
務
係
長

別
記
様
式
第
十
号
の
八
中
「介

護
等

」
の
次
に
「・

障
害

」
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
十
号
の
十
中
「養

育
又

は
介
護

等
の

状
況

申
出
書

」
を
「養

育
介

護
等

又
は

障
害

、

「

「

□
子
の

養
育

□
子

の
養

育

の
状

況
届

」
に
、

を

□

要
介

護
者
の

介
護

等

に
、

□

要
介
護

者
等

の
介

護
等

」

□

職
員

」

「１
申

出
に

係
る

子

」
を
「１

子

」
に
、

「

（３

）

介
護

等
が
必

要
に

な
つ

た
時

期
年

月
日

」

を「

（３

）

介
護

等
が

必
要

に
な

つ
た

時
期

年
月

日

３
職
員

の
状

況

□
障
害

者
の

雇
用

の
促

進
等

に
関
す

る
法

律

（昭
和

３
５

年
法

律
第

１
２

３
号

）第

２
条

第
１

号
に

規
定
す

る
障

害
者

で
あ

る
職

員
の

う
ち

同
法

第
３

７
条

第
２

項
に

、

規
定
す

る
対

象
障

害
者

で
あ

る
職

員

□
勤

務
時

間
の

割
振

り
に

つ
い

て
配

慮
を

必
要

と
す
る

者
と

し
て

衛
生

管
理

医

（知

事
が
労

働
安

全
衛

生
規

則

（昭
和
４

７
年

労
働

省
令
第

３
２

号

）第
１
４

条
第

２
項

に
定
め

る
要

件

（以
下

「産
業
医

の
要

件

」と
い
う

）を
備
え

た
医

師
で

あ
る

職
。

員
の
う

ち
か

ら
指
名

し
又

は
産
業

医
の

要
件

を
備
え

た
医

師
で

あ
る

者
と

し
て

委
、

嘱
し

た
も

の
を

い
う

）が
認

め
る

職
員

。

」

に
改
め
、
同
様
式
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

「３
職

員
の

状
況

」は
群

馬
県

職
員

の
勤

務
時

間
休
暇

等
に

関
す

る
規

則
第

２
、

、

条
の

１
０

第
４

項
第

３
号

に
規
定

す
る

職
員

が
申
し

出
る

場
合

に
該

当
す

る
□
に

レ
印

、

を
記

入
す

る
こ
と
。

５

「３
職

員
の

状
況

」の

「障
害

者
の

雇
用

の
促
進

等
に

関
す
る

法
律

第
２

条
第

１
号

に
規

定
す

る
障
害

者
で

あ
る

職
員

の
う

ち
同

法
第

３
７

条
第

２
項

に
規

定
す
る

対
象

障
、

害
者

で
あ

る
職
員

」に
該

当
す

る
場
合

は
身

体
障

害
者

手
帳

療
育
手

帳
精

神
障

害
、

、
、

者
保

健
福

祉
手
帳

等
の

写
し
を

添
付

す
る

こ
と
。

６

「３
職

員
の
状

況

」の

「勤
務

時
間

の
割

振
り

に
つ

い
て

配
慮

を
必

要
と
す

る
者

」

で
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
は

衛
生

管
理

医
が

当
該

職
員

を
診
断

し
た

医
師

の
意

見
書

そ
、

、

の
他

の
必

要
な

情
報

に
基

づ
き

判
断

す
る

も
の
と

す
る
。

別
記
様
式
第
十
号
の
十
一
中
「養

育
又

は
介
護

等
の

状
況

変
更
届

」
を
「養

育
介

護
等

又
は

障
、

「

「

□
子

の
養

育
□

子
の

養
育

害
の

状
況

変
更

届

」
に
、

を

□

要
介

護
者

等
の

介
護

等

□

要
介

護
者

等
の

介
護

等

」

□

職
員

」
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に
改
め
、
同
様
式
注
中
「又

は
介

護
等

」
を
「

介
護

等
又
は

障
害

」
に
改
め
る
。

、

別
記
様
式
第
十
一
号
注
３
、
別
記
様
式
第
十
一
号
の
二
注
７
及
び
別
記
様
式
第
十
一
号
の
三
注
５

中
「会

計
課

企
画

推
進

係
長

」
を
「会

計
管

理
課

総
務

企
画

係
長

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
訓
令
甲
第
十
一
号

県

庁

地
域
機
関

専
門
機
関

群
馬
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
文
書
管
理
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
環
境
局
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
局
及
び
観
光
局
」
を
「
森
林
局
及
び
戦
略

セ
ー
ル
ス
局
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
、
室
（
第
七
号
に
規
定
す
る
室
を
除
く
。
）
及
び
セ
ン

タ
ー
」
を
削
る
。

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に

改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
総
務
事
務

セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
会
計
課
」
を
「
会

計
管
理
課
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
危
機
管
理
室
」
を
「
危
機
管
理
課
」
に
改
め
、
同
項
第
四

号
中
「
環
境
局
長
」
を
「
森
林
局
長
」
に
、
「
環
境
政
策
課
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
局
長
宛
て
の

も
の
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
課
、
観
光
局
長
」
を
「
林
政
課
、
戦
略
セ
ー
ル
ス
局
長
」
に
、
「
観

光
物
産
課
」
を
「
観
光
魅
力
創
出
課
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を

「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
六
条
第
四
号
中
「
総
務
事
務
セ

ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
学
事
法
制
課
」
を
「
総
務
課
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め

る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
五
号
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー

所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
四
十
一
条
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
総
務
事
務
セ

ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
、
「
、
総

務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条

第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を

「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
七
条
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に

改
め
る
。

別
表
第
一
の
１
の
表
総
務
部
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
事

戦
略

部
秘

書
課

総
秘

戦
略

企
画
課

戦
企

メ
デ
ィ

ア
プ

ロ
モ

ー

シ
ョ
ン

課
Ｍ

Ｐ
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ

ー

メ

ー

シ
ョ

ン
課

Ｄ
Ｘ

業
務

プ
ロ
セ

ス
改

革
課

業
改

地
域
外

交
課

地
外

別
表
第
一
の
１
の
表
総
務
部
の
項
中

「

秘
書

課
総

秘

を

総
務

課
総

」

「

総
務

課
総

に
、

」

「

管
財
課

管
学

事
法

制
課

学

を

広
報

課
広

」

「
財

産
有

効
活

用
課

財
活

に
、

」

「

市
町
村

課
市

を

危
機
管

理
室

危
管

」
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「

市
町
村

課
市

統
計

課
統

に
、

危
機

管
理

課
危
管

」

「総
務

事
務

セ
ン

タ

ー

」
を
「総

務
事
務

管
理

課

」
に
、
「総

セ

」
を
「総

管

」
に
改
め
、
同
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

地
域

創
生

部
地

域
創
生

課
地

創
ぐ

ん
ま

暮
ら

し
・

外
国

人
活

躍
推

進
課

ぐ
外

文
化

振
興

課
文

振
文
化

財
保

護
課

文
財

ス
ポ

ー

ツ
振

興
課

ス
振

生
活

こ
ど

も
部

生
活

こ
ど
も

課
生

こ
県

民
活

動
支
援

・
広

聴
課

県
支

広
消

費
生
活

課
消

生
私
学

・
子

育
て

支
援

課
学

子
児

童
福

祉
・
青

少
年

課
児

青

別
表
第
一
の
１
の
表
企
画
部
の
項
、
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
の
項
及
び
こ
ど
も
未
来
部
の
項
を
削

り
、
別
表
第
一
の
１
の
表
健
康
福
祉
部
の
項
中

「

監
査

指
導

課
監

指

を
地
域

包
括

ケ
ア

推
進

室
地

ケ
」

「

監
査

指
導

課
監

指

に
改
め
、
別
表
第
一
の
１
の
表
森
林

」

環
境
部
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境

森
林

部
環

境
政

策
課

環
政

気
候

変
動

対
策

課
気

対
環
境

保
全

課
環

保
廃

棄
物

・
リ
サ

イ
ク

ル
課

廃
リ

自
然

環
境

課
自

環
林
政

課
林

林
業

振
興

課
林

振
森

林
保
全

課
森

別
表
第
一
の
１
の
表
産
業
経
済
部
の
項
中

「

商
政

課
商

工
業

振
興

課
工

次
世
代

産
業

課
次

労
働

政
策

課
労

を

産
業

人
材

育
成

課
産

人
コ

ン
ベ

ン
シ
ョ

ン
推

進
課

コ
ン

推
コ

ン
ベ
ン

シ
ョ

ン
施

設
整

備
課

コ
ン

整
観

光
物

産
課

観

」

「

経
営

支
援
課

経
地

域
企

業
支

援
課

地
企

労
働

政
策

課
労

に
改
め
、
別
表
第
一
の
１
の
表
会
計

観
光

魅
力

創
出

課
観

イ
ベ

ン
ト
産

業
振

興
課

イ
ベ

産
ｅ

ス
ポ

ーツ
・
新

コ
ン

テ
ン

ツ
創
出

課
ｅ

ス
ポ

」

局
の
項
中

「

会
計

課
会

を

審
査

課
審

」

「

会
計

管
理

課
会

に
改
め
、
別
表
第
一
の
２
の
表
総
務

」

部
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
事

戦
略

部
東

京
事

務
所

東
事

別
表
第
一
の
２
の
表
総
務
部
の
項
中

「

群
馬

会
館

群
会

を

ぐ
ん

ま
総

合
情
報

セ
ン

タ

ー

情
セ

」

「

群
馬
会

館
群

会

に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

」

加
え
る
。

地
域

創
生
部

近
代

美
術

館
近

美
館

林
美

術
館

館
美

歴
史

博
物

館
群
歴

博
自

然
史

博
物

館
自

然
史

土
屋

文
明

記
念

文
学
館

文
学

館
世
界

遺
産

セ
ン

タ

ー

世
界

生
活

こ
ど

も
部

ぐ
ん

ま
男

女
共
同

参
画

セ
ン

タ

ー

参
セ

女
性

相
談

所
女

相
三

山
寮

三
山
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央
児

童
相

談
所

中
児

西
部
児

童
相

談
所

西
児

東
部

児
童

相
談
所

東
児

ぐ
ん

ま
学

園
ぐ

ん
学

別
表
第
一
の
２
の
表
企
画
部
の
項
、
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
の
項
及
び
こ
ど
も
未
来
部
の
項
を
削

り
、
別
表
第
一
の
２
の
表
森
林
環
境
部
の
項
中
「森

林
環

境
部

」
を
「環

境
森

林
部

」
に
、
「西

部

森
林
環

境
事

務
所

」
を
「西

部
環

境
森

林
事

務
所

」
に
、
「西

森
環

」
を
「西

環
森

」
に
、
「吾

妻

森
林
環

境
事

務
所

」
を
「吾

妻
環

境
森

林
事

務
所

」
に
、
「吾

森
環

」
を
「吾

環
森

」
に
、
「利

根

沼
田
森

林
環

境
事

務
所

」
を
「利

根
沼

田
環

境
森

林
事
務

所

」
に
、
「利

森
環

」
を
「利

環
森

」
に

改
め
、
別
表
第
一
の
２
の
表
産
業
経
済
部
の
項
中

「

太
田

産
業

技
術

専
門

校
太

産
校

を
」

「

太
田
産

業
技

術
専
門

校
太

産
校

に
改
め
る
。

ぐ
ん

ま
総

合
情

報
セ

ン
タ

ー

情
セ

」

別
表
第
二
の
長
期
保
存
文
書
の
表
⒃
中
「学

事
法

制
課

」
を
「総

務
課

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の

長
期
保
存
文
書
の
表
⒆
中
「総

務
事

務
セ
ン

タ

ー

」
を
「総

務
事

務
管
理

課

」
に
改
め
、
別
表
第
二

の
５
年
保
存
文
書
の
表
⑷
中
「非

常
勤

職
員

等

」
を
「非

常
勤

職
員

」
に
改
め
、
「及

び
臨

時
職

員

」
を
削
り
、
「雇

用

」
を
「任

用

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
５
年
保
存
文
書
の
表
⑸
中
「総

務
事

務
セ

ン
タ

ー

」
を
「総

務
事

務
管

理
課

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
４
年
保
存
文
書
の
表
⑴
中
「非

常

勤
職

員
等

」
を
「非

常
勤

職
員

」
に
改
め
、
「及

び
臨

時
職

員
」
を
削
り
、
「雇

用

」
を
「任

用

」

に
改
め
、
別
表
第
二
の
２
年
保
存
文
書
の
表
⑷
中
「総
務

事
務

セ
ン

タ

ー

」
を
「総

務
事

務
管

理

課

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
訓
令
甲
第
十
二
号

県

庁

地
域
機
関

専
門
機
関

群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
（
昭
和
四
十
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
及
び
室
」
を
削
る
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
か
し
担
保
特
約
」
を
「
引
渡
さ
れ
た
工
事
目
的
物
に
種
類
又
は
品
質
に
関

し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
こ
と
（
以
下
「
契
約
不
適
合
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
、
当

該
契
約
不
適
合
を
保
証
す
る
特
約
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
号
の
二
中
「か

し
担

保
特

約

」
を
「引

渡
し

た
工

事
目

的
物
に

種
類

又
は

品
質

に

関
し

て
契

約
の

内
容

に
適

合
し

な
い

こ
と

が
あ

る
場

合
に

当
該

契
約

の
内

容
に

適
合

し
な

い
こ

と
、

を
保

証
す

る
特

約

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
注
２
中
「１

０
８
分

の
１

０
０

」
を
「１

１
０
分

の
１

０
０

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
号
の
二
注
１
及
び
２
中
「８

％

」
を
「１

０
％

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
四
条
（
Ａ
）
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第

三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
受

注
者

が
第

１
項

第
３

号
か

ら
第

５
号

ま
で

の
い
ず

れ
か

に
掲

げ
る

保
証

を
付
す

る
場

合
は
、

第
４
４

条
第

２
項

各
号

に
規

定
す

る
者

に
よ

る
契

約
の
解

除
に

つ
い

て
も

保
証

す
る
も

の
で

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
四
条
（
Ｂ
）
第
一
項
中
「瑕

疵
担

保
特

約

」

を
「引

渡
し

た
工

事
目
的

物
に

種
類

又
は

品
質

に
関

し
て
契

約
の

内
容

に
適

合
し

な
い

こ
と

（以
下

「契
約

不
適

合

」と
い

う

）が
あ

る
場

合
に

当
該

契
約

不
適

合
を

保
証

す
る

特
約

」
に
改
め
、

。
、

同
様
式
第
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３
受

注
者

が
前
払

金
の

使
用

や
部

分
払

等
に
よ

っ
て

も
な

お
こ

の
契

約
の

目
的

物
に

係
る

工
事

、

の
施

工
に

必
要

な
資

金
が

不
足
す

る
こ

と
を

疎
明
し

た
と

き
に

は
発

注
者

は
特

段
の

理
由

が
、

、

あ
る

場
合

を
除
き

受
注

者
の
請

負
代

金
債

権
の
譲

渡
に

つ
い

て
第

１
項

た
だ
し

書
き

の
承

諾
、

、

を
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

４
受

注
者

は
前

項
の

規
定
に

よ
り

第
１
項

た
だ

し
書

の
承
諾

を
得

た
場
合

は
請

負
代
金

債
、

、
、

権
の

譲
渡

に
よ
り

得
た

資
金

を
こ

の
契

約
の
目

的
物

に
係

る
施

工
以

外
に

使
用
し

て
は

な
ら

ず
、

ま
た

そ
の

使
途
を

疎
明

す
る
書

類
を

発
注

者
に

提
出

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
十
条
第
二
項
中
「に

関
し

」
の
次
に
「必

要

な
場

合

」
を
加
え
、
同
様
式
第
十
五
条
第
四
項
中
「第

２
項

の
検
査

に
よ

り
発

見
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

隠
れ

た
瑕

疵

」
を
「種

類
品

質
又

は
数

量
に

関
し
こ

の
契

約
の

内
容

に
適

合
し

な
い

こ
、

と

（第
２

項
の

検
査

に
よ

り
発

見
す

る
こ

と
が
困

難
で

あ
っ

た
も

の
に

限
る

）な
ど

」
に
改
め
、

。

同
様
式
第
三
十
七
条
第
一
項
中
「こ

の
回

数
を

」
の
次
に
「そ

の
都

度

」
を
加
え
、
同
様
式
第
四
十

一
条
（
Ａ
）
の
見
出
し
を
「
（引

渡
さ

れ
た
工

事
目

的
物

が
契
約

不
適

合
の
場

合
の

保
証

）
」
に
改

め
、
同
条
第
一
項
中
「工

事
目

的
物

に
瑕

疵
が

」
を
「引

渡
さ

れ
た

工
事

目
的

物
に

種
類

又
は

品
質

に
関

し
て
契

約
の

内
容

に
適

合
し

な
い

こ
と

（以
下

「契
約

不
適
合

」と
い

う

）が

」
に
、
「そ

。

の
瑕

疵

」
を
「そ

の
契

約
不

適
合

」
に
、
「

瑕
疵

」
を
「

契
約

不
適
合

」
に
改
め
、
同
条
第
二

、
、

項
及
び
第
三
項
中
「瑕

疵

」
を
「契

約
不

適
合

」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「瑕

疵

」
を
「
「瑕

疵

」
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
同
様
式
第
四
十
一
条
（
Ｂ
）
第
一
項
か
ら
第
五

項
ま
で
の
規
定
中
「瑕

疵

」
を
「契

約
不
適

合

」
に
改
め
、
同
様
式
第
四
十
二
条
第
二
項
中
「年

５

パ
セ
ン

ト
」
を
「支

払
遅
延

防
止

法
第

８
条

第
１

項
の

規
定
に

基
づ

き
定

め
ら

れ
た

率

」
に
改
め
、

ー同
様
式
第
四
十
三
条
第
二
項
⑶
中
「瑕

疵
担

保
債

務

」
を
「契

約
不

適
合

で
あ

る
場

合
の

保
証

債

務

」
に
、
「の

瑕
疵

」
を
「の

契
約
不

適
合

」
に
改
め
、
同
様
式
第
四
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「年
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パ
セ
ン

ト

」
を
「支

払
遅

延
防

止
法

第
８

条
第
１

項
の

規
定

に
基

づ
き

定
め

ら
れ

た
率

」
に
改

ー

め
る
。

別
記
様
式
第
九
号
中
「か

し
担

保
責

任

」
を
「契

約
不

適
合

の
場

合
の

保
証

責
任

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
の
規
定
に
よ
り
締
結
さ
れ

て
い
る
請
負
契
約
に
係
る
請
負
工
事
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

災
害
対
策
本
部
規
程

■
群
馬
県
災
害
対
策
本
部
規
程
第
一
号

群
馬
県
災
害
対
策
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
災
害
対
策
本
部
長

山

本

一

太

群
馬
県
災
害
対
策
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

群
馬
県
災
害
対
策
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
群
馬
県
災
害
対
策
本

部
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
総
務
部
の
部
総
務
班
の
項
第
八
号
中
「
第
七
条
第
一
号
」
を
「
第
七
条
第
二
号
」
に
改

め
、
同
部
私
立
学
校
対
策
班
の
項
及
び
広
報
班
の
項
を
削
り
、
同
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
事
戦
略
部

知
事
戦
略
総

一

部
内
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

務
班

二

部
内
の
災
害
情
報
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

三

国
に
対
す
る
緊
急
要
望
に
関
す
る
こ
と
。

四

外
国
（
大
使
館
、
救
援
団
体
等
）
と
の
連
絡
窓
口
に
関

す
る
こ
と
。

五

そ
の
他
群
馬
県
行
政
組
織
規
則
第
七
条
第
一
号
に
規
定

す
る
知
事
戦
略
部
の
分
掌
に
係
る
事
項
で
、
部
内
各
班
に

属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

広
報
班

一

広
報
に
関
す
る
こ
と
。

二

報
道
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三

記
録
写
真
及
び
記
録
映
像
の
撮
影
に
関
す
る
こ
と
。

情
報
通
信
ネ

一

群
馬
県
庁
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
維
持
に
関

ッ
ト
ワ
ー
ク

す
る
こ
と
。

班知
事
戦
略
応

一

本
部
長
が
命
じ
た
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

援
班

地
域
創
生
部

地
域
創
生
総

一

部
内
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

務
班

二

部
内
の
災
害
情
報
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
群
馬
県
行
政
組
織
規
則
第
七
条
第
三
号
に
規
定

す
る
地
域
創
生
部
の
分
掌
に
係
る
事
項
で
、
部
内
各
班
に

属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

外
国
人
支
援

一

外
国
人
に
係
る
情
報
に
関
す
る
こ
と
。

班

二

そ
の
他
外
国
人
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

文
化
財
保
護

一

文
化
財
に
係
る
災
害
情
報
の
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

班

二

文
化
財
に
係
る
災
害
応
急
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

地
域
創
生
応

一

本
部
長
が
命
じ
た
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

援
班

生
活
こ
ど
も

生
活
こ
ど
も

一

部
内
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

部

総
務
班

二

部
内
の
災
害
情
報
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
群
馬
県
行
政
組
織
規
則
第
七
条
第
四
号
に
規
定

す
る
生
活
こ
ど
も
部
の
分
掌
に
係
る
事
項
で
、
部
内
各
班

に
属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
及
び
調
整
に
関
す
る
こ

ア
・
県
民
相

と
。

談
班

二

広
聴
・
県
民
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

私
立
学
校
・

一

私
立
学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
施
設
、
幼
児
、
児

児
童
福
祉
班

童
、
生
徒
、
利
用
者
及
び
職
員
に
係
る
災
害
情
報
の
収
集

に
関
す
る
こ
と
。

二

私
立
学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
幼
児
、
児
童
、
生

徒
、
利
用
者
及
び
職
員
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

三

私
立
学
校
に
お
け
る
応
急
教
育
の
支
援
に
関
す
る
こ

と
。

四

児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
応
急
対
策
の
支
援
に
関
す
る

こ
と
。

別
表
第
一
企
画
部
の
部
か
ら
こ
ど
も
未
来
部
の
部
ま
で
を
削
り
、
同
表
健
康
福
祉
部
の
部
要
配
慮

者
対
策
班
の
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
他
部
の
所
管
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
表
森
林
環
境
部
の
部
中
「
森
林
環
境
部
」
を
「
環
境
森
林
部
」
に
、
「
森
林

環
境
総
務
班
」
を
「
環
境
森
林
総
務
班
」
に
改
め
、
同
部
林
業
対
策
班
の
項
を
削
り
、
同
部
ご
み
・

し
尿
対
策
班
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

林
業
対
策
班

一

治
山
、
林
道
及
び
林
産
物
に
係
る
災
害
情
報
の
収
集
に

関
す
る
こ
と
。

二

山
地
に
お
け
る
土
砂
災
害
及
び
雪
崩
に
係
る
災
害
応
急

対
策
に
関
す
る
こ
と
。

三

林
野
火
災
に
係
る
情
報
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

四

林
道
の
応
急
復
旧
に
関
す
る
こ
と
。

五

林
産
物
に
係
る
災
害
応
急
対
策
に
関
す
る
こ
と
。



22

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１３号）

別
表
第
一
森
林
環
境
部
の
部
森
林
環
境
応
援
班
の
項
中
「
森
林
環
境
応
援
班
」
を
「
環
境
森
林
応

援
班
」
に
改
め
、
同
表
産
業
経
済
部
の
部
工
業
振
興
班
の
項
中
「
工
業
振
興
班
」
を
「
地
域
企
業
支

援
班
」
に
改
め
、
同
表
企
業
部
の
部
企
業
総
務
・
財
務
班
の
項
中
「
企
業
総
務
・
財
務
班
」
を
「
企

業
総
務
班
」
に
改
め
、
同
部
団
地
・
施
設
管
理
班
の
項
中
「
団
地
・
施
設
管
理
班
」
を
「
団
地
班
」

に
改
め
、
同
表
教
育
管
理
部
の
部
文
化
財
保
護
班
の
項
を
削
る
。

「
総
務
部
長

「
危
機
管
理
監

別
表
第
二
総
務
部
の
部
総
務
部
長
危
機
管
理
監
の
款
中

を

に

危
機
管
理
監
」

総
務
部
長

」

改
め
、
同
款
防
災
総
括
班
の
項
中
「
危
機
管
理
室
長
」
を
「
危
機
管
理
課
長
」
に
改
め
、
同
款
総
務

「
秘
書
課
長

「
人
事
課
長

班
の
項
中

人
事
課
長

を

に
改
め
、
同
款
私
立
学
校
対
策
班
の
項
及
び

財
産
有
効
活
用
課
長
」

管
財
課
長
」

広
報
班
の
項
を
削
り
、
同
款
避
難
所
支
援
班
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

避
難
所
支
援
班

統
計
課
長

市
町
村
課
長

別
表
第
二
総
務
部
の
部
総
務
部
長
危
機
管
理
監
の
款
渉
外
班
の
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所

長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
、
同
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
事
戦
略

知
事
戦
略

知
事
戦
略
総
務
班

戦
略
企
画
課
長

地
域
外
交
課
長

部

部
長

広
報
班

メ
デ
ィ
ア
プ
ロ

秘
書
課
長

モ
ー
シ
ョ
ン
課

長

情
報
通
信
ネ
ッ
ト

業
務
プ
ロ
セ
ス

ワ
ー
ク
班

改
革
課
長

知
事
戦
略
応
援
班

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
課
長

地
域
創
生

地
域
創
生

地
域
創
生
総
務
班

地
域
創
生
課
長

部

部
長

外
国
人
支
援
班

ぐ
ん
ま
暮
ら
し

・
外
国
人
活
躍

推
進
課
長

文
化
財
保
護
班

文
化
財
保
護
課

長

地
域
創
生
応
援
班

文
化
振
興
課
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長

生
活
こ
ど

生
活
こ
ど

生
活
こ
ど
も
総
務

生
活
こ
ど
も
課

も
部

も
部
長

班

長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

県
民
活
動
支
援

消
費
生
活
課
長

県
民
相
談
班

・
広
聴
課
長

私
立
学
校
・
児
童

私
学
・
子
育
て

児
童
福
祉
・
青

福
祉
班

支
援
課
長

少
年
課
長

別
表
第
二
企
画
部
の
部
か
ら
こ
ど
も
未
来
部
の
部
ま
で
を
削
り
、
同
表
健
康
福
祉
部
の
部
健
康
福

「
健
康
福
祉
課
長

祉
部
長
の
款
要
配
慮
者
対
策
班
の
項
中
「
障
害
政
策
課
長
」
を

に
改
め
、
同
款

障
害
政
策
課
長
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
長

健
康
福
祉
応
援
班
の
項
中

を
「
国
保
援
護
課
長
」
に
改
め
、
同
表
森

国
保
援
護
課
長

」

林
環
境
部
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境
森
林

環
境
森
林

環
境
森
林
総
務
班

環
境
政
策
課
長

部

部
長

環
境
汚
染
対
策
班

環
境
保
全
課
長

ご
み
・
し
尿
対
策

廃
棄
物
・
リ
サ

班

イ
ク
ル
課
長

林
業
対
策
班

林
政
課
長

森
林
保
全
課
長

林
業
振
興
課
長

環
境
森
林
応
援
班

気
候
変
動
対
策

自
然
環
境
課
長

課
長

別
表
第
二
産
業
経
済
部
の
部
産
業
経
済
部
長
の
款
生
活
必
需
品
班
の
項
中
「
商
政
課
長
」
を
「
経

営
支
援
課
長
」
に
改
め
、
同
款
工
業
振
興
班
の
項
中
「
工
業
振
興
班
」
を
「
地
域
企
業
支
援
班
」
に
、

「
工
業
振
興
課
長
」
を
「
地
域
企
業
支
援
課
長
」
に
改
め
、
「
次
世
代
産
業
課
長
」
を
削
り
、
同
款

観
光
班
の
項
中
「
観
光
物
産
課
長
」
を
「
観
光
魅
力
創
出
課
長
」
に
改
め
、
同
款
産
業
経
済
応
援
班

「
産
業
人
材
育
成
課
長

「
イ
ベ
ン
ト
産
業
創
出
課
長

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
課
長

の
項
中

を

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
新
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
課
長

に

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
課
長

労
働
委
員
会
事
務
局
長

」

労
働
委
員
会
事
務
局
長

」

改
め
、
同
表
企
業
部
の
部
企
業
局
長
の
款
企
業
総
務
・
財
務
班
の
項
中
「
企
業
総
務
・
財
務
班
」
を

「
企
業
総
務
班
」
に
、
「
企
業
局
総
務
課
長
」
を
「
経
営
戦
略
課
長
」
に
改
め
、
「
財
務
課
長
」
を

削
り
、
同
款
団
地
・
施
設
管
理
班
の
項
中
「
団
地
・
施
設
管
理
班
」
を
「
団
地
班
」
に
改
め
、
「
施

設
管
理
室
長
」
を
削
り
、
同
表
教
育
管
理
部
の
部
教
育
次
長
の
款
文
化
財
保
護
班
の
項
を
削
り
、
同

表
会
計
部
の
部
会
計
管
理
者
の
款
経
理
班
の
項
中
「
会
計
課
長
」
を
「
会
計
管
理
課
長
」
に
改
め
、

「
審
査
課
長
」
を
削
る
。

別
表
第
二
の
二
救
出
・
救
助
調
整
チ
ー
ム
の
項
中
「
危
機
管
理
室
」
を
「
危
機
管
理
課
」
に
改
め
、
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同
表
受
援
・
応
援
チ
ー
ム
の
項
中
「
総
合
政
策
室
長
」
を
「
人
事
課
長
」
に
、
「
危
機
管
理
室
、
総

合
政
策
室
」
を
「
危
機
管
理
課
」
に
、
「
商
政
課
」
を
「
経
営
支
援
課
」
に
改
め
、
同
表
輸
送
担
当

の
項
中
「
危
機
管
理
室
次
長
」
を
「
危
機
管
理
課
次
長
」
に
、
「
商
政
課
」
を
「
経
営
支
援
課
」
に

改
め
、
同
表
総
括
調
整
担
当
の
項
及
び
情
報
収
集
担
当
の
項
中
「
危
機
管
理
室
」
を
「
危
機
管
理

課
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
前
橋
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
、

「
渋
川
森
林
事
務
所
長
」
を
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」
を
「
渋
川
森

林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
渋
川
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境

森
林
班
」
に
改
め
、
同
表
伊
勢
崎
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森

林
班
」
に
、
「
渋
川
森
林
事
務
所
長
」
を
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」

を
「
渋
川
森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
高
崎
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。環

境
森
林
班

西
部
環
境
森
林
事
務
所
長

西
部
環
境
森
林
事
務
所

別
表
第
五
藤
岡
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境
森
林
班

藤
岡
森
林
事
務
所
長

西
部
環
境
森
林
事

西
部
環
境
森
林
事
務
所

務
所
長

藤
岡
森
林
事
務
所

別
表
第
五
富
岡
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境
森
林
班

富
岡
森
林
事
務
所
長

西
部
環
境
森
林
事

西
部
環
境
森
林
事
務
所

務
所
長

富
岡
森
林
事
務
所

別
表
第
五
吾
妻
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境
森
林
班

吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
長

吾
妻
環
境
森
林
事
務
所

利
根
沼
田
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境
森
林
班

利
根
沼
田
環
境
森
林
事
務

利
根
沼
田
環
境
森
林
事
務

所
長

所

別
表
第
五
太
田
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
、

「
桐
生
森
林
事
務
所
長
」
を
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
を
「
桐
生
森

林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
桐
生
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境

森
林
班
」
に
改
め
、
同
表
館
林
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林

班
」
に
、
「
桐
生
森
林
事
務
所
長
」
を
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
を

「
桐
生
森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
民
保
護
対
策
本
部
規
程

■

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
規
程

■
群
馬
県
国
民
保
護
対
策
本
部
規
程
第
一
号

群
馬
県
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
規
程
第
一
号

群
馬
県
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
国
民
保
護
対
策
本
部
長

山

本

一

太

群
馬
県
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
長

山

本

一

太

群
馬
県
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

群
馬
県
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程

（
平
成
十
八
年
群
馬
県
国
民
保
護
対
策
本
部
規
程
第
一
号
及
び
平
成
十
八
年
群
馬
県
緊
急
対
処
事
態

対
策
本
部
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
総
務
部
の
部
総
務
班
の
項
第
十
一
号
中
「
第
七
条
第
一
号
」
を
「
第
七
条
第
二
号
」
に

改
め
、
同
部
私
立
学
校
対
策
班
の
項
及
び
広
報
班
の
項
を
削
り
、
同
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
事
戦
略
部

知
事
戦
略
総

一

部
内
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

務
班

二

部
内
の
武
力
攻
撃
災
害
に
関
す
る
情
報
の
取
り
ま
と
め

に
関
す
る
こ
と
。

三

国
に
対
す
る
緊
急
要
望
に
関
す
る
こ
と
。

四

外
国
（
大
使
館
、
救
援
団
体
等
）
と
の
連
絡
窓
口
に
関

す
る
こ
と
。

五

そ
の
他
群
馬
県
行
政
組
織
規
則
第
七
条
第
一
号
に
規
定

す
る
知
事
戦
略
部
の
分
掌
に
係
る
事
項
で
、
部
内
各
班
に

属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

広
報
班

一

広
報
に
関
す
る
こ
と
。

二

報
道
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三

記
録
写
真
及
び
記
録
映
像
の
撮
影
に
関
す
る
こ
と
。

情
報
通
信
ネ

一

群
馬
県
庁
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
維
持
に
関

ッ
ト
ワ
ー
ク

す
る
こ
と
。

班知
事
戦
略
応

一

本
部
長
が
命
じ
た
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

援
班

地
域
創
生
部

地
域
創
生
総

一

部
内
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

務
班

二

部
内
の
武
力
攻
撃
災
害
に
関
す
る
情
報
の
取
り
ま
と
め
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に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
群
馬
県
行
政
組
織
規
則
第
七
条
第
三
号
に
規
定

す
る
地
域
創
生
部
の
分
掌
に
係
る
事
項
で
、
部
内
各
班
に

属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

外
国
人
支
援

一

外
国
人
に
係
る
情
報
に
関
す
る
こ
と
。

班

二

そ
の
他
外
国
人
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

文
化
財
保
護

一

文
化
財
に
係
る
武
力
攻
撃
災
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集

班

に
関
す
る
こ
と
。

二

文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

三

武
力
攻
撃
災
害
に
よ
る
文
化
財
に
係
る
国
民
の
保
護
の

た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

地
域
創
生
応

一

本
部
長
が
命
じ
た
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

援
班

生
活
こ
ど
も

生
活
こ
ど
も

一

部
内
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

部

総
務
班

二

部
内
の
武
力
攻
撃
災
害
に
関
す
る
情
報
の
取
り
ま
と
め

に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
群
馬
県
行
政
組
織
規
則
第
七
条
第
四
号
に
規
定

す
る
生
活
こ
ど
も
部
の
分
掌
に
係
る
事
項
で
、
部
内
各
班

に
属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
及
び
調
整
に
関
す
る
こ

ア
・
県
民
相

と
。

談
班

二

広
聴
・
県
民
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

私
立
学
校
・

一

私
立
学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
施
設
、
幼
児
、
児

児
童
福
祉
班

童
、
生
徒
、
利
用
者
及
び
職
員
に
係
る
災
害
情
報
の
収
集

に
関
す
る
こ
と
。

二

私
立
学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
幼
児
、
児
童
、
生

徒
、
利
用
者
及
び
職
員
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

三

私
立
学
校
に
お
け
る
応
急
教
育
の
支
援
に
関
す
る
こ

と
。

四

児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
応
急
対
策
の
支
援
に
関
す
る

こ
と
。

別
表
第
一
企
画
部
の
部
か
ら
こ
ど
も
未
来
部
の
部
ま
で
を
削
り
、
同
表
森
林
環
境
部
の
部
中
「
森

林
環
境
部
」
を
「
環
境
森
林
部
」
に
、
「
森
林
環
境
総
務
班
」
を
「
環
境
森
林
総
務
班
」
に
改
め
、

同
部
林
業
対
策
班
の
項
を
削
り
、
同
部
ご
み
・
し
尿
対
策
班
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

林
業
対
策
班

一

治
山
、
林
道
及
び
林
産
物
に
係
る
武
力
攻
撃
災
害
に
関

す
る
情
報
の
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

二

武
力
攻
撃
に
よ
る
林
野
火
災
に
係
る
情
報
の
収
集
に
関

す
る
こ
と
。

三

林
道
の
応
急
の
復
旧
に
関
す
る
こ
と
。

四

武
力
攻
撃
災
害
に
よ
る
治
山
、
林
道
及
び
林
産
物
に
係

る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
森
林
環
境
部
の
部
森
林
環
境
応
援
班
の
項
中
「
森
林
環
境
応
援
班
」
を
「
環
境
森
林
応

援
班
」
に
改
め
、
同
表
産
業
経
済
部
の
部
工
業
振
興
班
の
項
中
「
工
業
振
興
班
」
を
「
地
域
企
業
支

援
班
」
に
改
め
、
同
表
県
土
整
備
部
の
部
砂
防
班
の
項
第
一
号
中
「
人
家
等
に
関
す
る
土
砂
災
害
及

び
雪
崩
に
係
る
」
を
「
県
管
理
の
砂
防
設
備
の
」
に
、
「
情
報
」
を
「
被
害
等
の
情
報
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
」
を
「
応
急
の
復
旧
」
に
改
め
、
同
表
企
業
部
の
部

企
業
総
務
・
財
務
班
の
項
中
「
企
業
総
務
・
財
務
班
」
を
「
企
業
総
務
班
」
に
改
め
、
同
部
団
地
・

施
設
管
理
班
の
項
中
「
団
地
・
施
設
管
理
班
」
を
「
団
地
班
」
に
改
め
、
同
表
教
育
管
理
部
の
部
教

育
総
務
班
の
項
第
三
号
中
「
で
、
」
の
下
に
「
教
育
管
理
部
及
び
学
校
教
育
部
の
」
を
加
え
、
同
部

文
化
財
保
護
班
の
項
を
削
る
。

「
総
務
部
長

「
危
機
管
理
監

別
表
第
二
総
務
部
の
部
総
務
部
長
危
機
管
理
監
の
款
中

を

に

危
機
管
理
監
」

総
務
部
長

」

改
め
、
同
款
総
括
班
の
項
中
「
危
機
管
理
室
長
」
を
「
危
機
管
理
課
長
」
に
改
め
、
同
款
総
務
班
の

「
秘
書
課
長

「
人
事
課
長

項
中

人
事
課
長

を

に
改
め
、
同
款
私
立
学
校
対
策
班
の
項
及
び
広
報

財
産
有
効
活
用
課
長
」

管
財
課
長
」

班
の
項
を
削
り
、
同
款
避
難
所
支
援
班
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

避
難
所
支
援
班

統
計
課
長

市
町
村
課
長

別
表
第
二
総
務
部
の
部
総
務
部
長
危
機
管
理
監
の
款
渉
外
班
の
項
中
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所

長
」
を
「
総
務
事
務
管
理
課
長
」
に
改
め
、
同
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
事
戦
略

知
事
戦
略

知
事
戦
略
総
務
班

戦
略
企
画
課
長

地
域
外
交
課
長

部

部
長

広
報
班

メ
デ
ィ
ア
プ
ロ

秘
書
課
長

モ
ー
シ
ョ
ン
課

長

情
報
通
信
ネ
ッ
ト

業
務
プ
ロ
セ
ス

ワ
ー
ク
班

改
革
課
長

知
事
戦
略
応
援
班

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
課
長

地
域
創
生

地
域
創
生

地
域
創
生
総
務
班

地
域
創
生
課
長

部

部
長

外
国
人
支
援
班

ぐ
ん
ま
暮
ら
し

・
外
国
人
活
躍

推
進
課
長
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文
化
財
保
護
班

文
化
財
保
護
課

長

地
域
創
生
応
援
班

文
化
振
興
課
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長

生
活
こ
ど

生
活
こ
ど

生
活
こ
ど
も
総
務

生
活
こ
ど
も
課

も
部

も
部
長

班

長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

県
民
活
動
支
援

消
費
生
活
課
長

県
民
相
談
班

・
広
聴
課
長

私
立
学
校
・
児
童

私
学
・
子
育
て

児
童
福
祉
・
青

福
祉
班

支
援
課
長

少
年
課
長

別
表
第
二
企
画
部
の
部
か
ら
こ
ど
も
未
来
部
の
部
ま
で
を
削
り
、
同
表
健
康
福
祉
部
の
部
健
康
福

「
健
康
福
祉
課
長

祉
部
長
の
款
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
班
の
項
中
「
障
害
政
策
課
長
」
を

に
改

障
害
政
策
課
長
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
長

め
、
同
款
健
康
福
祉
応
援
班
の
項
中

を
「
国
保
援
護
課
長
」
に
改
め
、

国
保
援
護
課
長

」

同
表
森
林
環
境
部
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

環
境
森
林

環
境
森
林

環
境
森
林
総
務
班

環
境
政
策
課
長

部

部
長

環
境
汚
染
対
策
班

環
境
保
全
課
長

ご
み
・
し
尿
対
策

廃
棄
物
・
リ
サ

班

イ
ク
ル
課
長

林
業
対
策
班

林
政
課
長

森
林
保
全
課
長

林
業
振
興
課
長

環
境
森
林
応
援
班

気
候
変
動
対
策

自
然
環
境
課
長

課
長

別
表
第
二
産
業
経
済
部
の
部
産
業
経
済
部
長
の
款
生
活
必
需
品
班
の
項
中
「
商
政
課
長
」
を
「
経

営
支
援
課
長
」
に
改
め
、
同
款
工
業
振
興
班
の
項
中
「
工
業
振
興
班
」
を
「
地
域
企
業
支
援
班
」
に
、

「
工
業
振
興
課
長
」
を
「
地
域
企
業
支
援
課
長
」
に
改
め
、
「
次
世
代
産
業
課
長
」
を
削
り
、
同
款

「
産
業
人
材
育
成
課
長

「
イ
ベ
ン
ト
産
業
創
出
課
長

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
課
長

産
業
経
済
応
援
班
の
項
中

を

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
新
コ
ン
テ
ン

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
整
備
課
長

労
働
委
員
会
事
務
局
長

労
働
委
員
会
事
務
局
長

」

ツ
創
出
課
長

に
改
め
、
同
款
観
光
班
の
項
中
「
観
光
物
産
課
長
」
を
「
観
光
魅
力
創
出
課
長
」
に

」

改
め
、
同
表
企
業
部
の
部
企
業
局
長
の
款
企
業
総
務
・
財
務
班
の
項
中
「
企
業
総
務
・
財
務
班
」
を

「
企
業
総
務
班
」
に
、
「
企
業
局
総
務
課
長
」
を
「
経
営
戦
略
課
長
」
に
改
め
、
「
財
務
課
長
」
を

削
り
、
同
款
団
地
・
施
設
管
理
班
の
項
中
「
団
地
・
施
設
管
理
班
」
を
「
団
地
班
」
に
改
め
、
「
施

設
管
理
室
長
」
を
削
り
、
同
表
教
育
管
理
部
の
部
教
育
次
長
の
款
文
化
財
保
護
班
の
項
を
削
り
、
同

表
会
計
部
の
部
会
計
管
理
者
の
款
経
理
班
の
項
中
「
会
計
課
長
」
を
「
会
計
管
理
課
長
」
に
改
め
、

「
審
査
課
長
」
を
削
る
。

別
表
第
二
の
二
救
出
・
救
助
調
整
チ
ー
ム
の
項
中
「
危
機
管
理
室
」
を
「
危
機
管
理
課
」
に
改
め
、

同
表
受
援
・
応
援
チ
ー
ム
の
項
中
「
総
合
政
策
室
長
」
を
「
人
事
課
長
」
に
、
「
危
機
管
理
室
、
総

合
政
策
室
」
を
「
危
機
管
理
課
」
に
、
「
商
政
課
」
を
「
経
営
支
援
課
」
に
改
め
、
同
表
輸
送
担
当

の
項
中
「
危
機
管
理
室
次
長
」
を
「
危
機
管
理
課
次
長
」
に
、
「
商
政
課
」
を
「
経
営
支
援
課
」
に

改
め
、
同
表
総
括
調
整
担
当
の
項
及
び
情
報
収
集
担
当
の
項
中
「
危
機
管
理
室
」
を
「
危
機
管
理

課
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
前
橋
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
、

「
渋
川
森
林
事
務
所
長
」
を
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」
を
「
渋
川
森

林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
渋
川
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境

森
林
班
」
に
改
め
、
同
表
伊
勢
崎
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森

林
班
」
に
、
「
渋
川
森
林
事
務
所
長
」
を
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
中
部
環
境
事
務
所
長
」

を
「
渋
川
森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
高
崎
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境

班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
、
「
西
部
森
林
環
境
事
務
所
長
」
を
「
西
部
環
境
森
林
事
務
所
長
」
に

改
め
、
同
表
藤
岡
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
、

「
西
部
森
林
環
境
事
務
所
長
」
を
「
藤
岡
森
林
事
務
所
長
」
に
、
「
藤
岡
森
林
事
務
所
長
」
を
「
西

部
環
境
森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
富
岡
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」

を
「
環
境
森
林
班
」
に
、
「
西
部
森
林
環
境
事
務
所
長
」
を
「
富
岡
森
林
事
務
所
長
」
に
、
「
富
岡

森
林
事
務
所
長
」
を
「
西
部
環
境
森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
吾
妻
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班

の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
、
「
吾
妻
森
林
環
境
事
務
所
長
」
を
「
吾
妻
環
境

森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
利
根
沼
田
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を

「
環
境
森
林
班
」
に
、
「
利
根
沼
田
森
林
環
境
事
務
所
長
」
を
「
利
根
沼
田
環
境
森
林
事
務
所
長
」

に
改
め
、
同
表
太
田
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林
班
」
に
、

「
桐
生
森
林
事
務
所
長
」
を
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
を
「
桐
生
森

林
事
務
所
長
」
に
改
め
、
同
表
桐
生
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境

森
林
班
」
に
改
め
、
同
表
館
林
地
方
部
の
部
森
林
環
境
班
の
項
中
「
森
林
環
境
班
」
を
「
環
境
森
林

班
」
に
、
「
桐
生
森
林
事
務
所
長
」
を
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
に
、
「
東
部
環
境
事
務
所
長
」
を

「
桐
生
森
林
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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